


もともとA-lympiadは，オランダのユトレヒト大

学のフロイデンタール研究所の「数学A-lympiad委

員会」によって組織された数学の競技会である。本

家の競技では，日本でいう高校2年生～3年生を対

象に，3，4人のチーム単位で,1日かけて行うも

のである。解答は，レポート形式で提出され，本選

では口頭発表も行われる。主に，文系の数学を履修

している生徒が参加することができるものである。

その特徴として，実世界での数学の応用，モデル

化，高次の思考，問題解決プロセスを評価するもの

で，現実的な場面をとりあげていてかつオープンエ

ンドであるうえに，問題解決型である問題である。

そのため，問題を解釈し，方略を決定することを経

て議論し，解へ至る全体の道筋を考えなくてはなら

ない。

本校においては，授業の中で，2007年度予選問題

である「休憩と労働」の問題に取り組んだ。平成26

年に，行った内容は

「休憩時間をどう配分すれば生産性が最大となる

か。理想的な労働のあり方を提案せよ｡」

一方では，生産性を高めるように労働時間を考

え，一方では雇用者にとって理想的な労働環境を考

えなければいけない。このような「数学を深める数

学」の側面ではなくて，どちらかと言えば，「現実

社会に活かす数学」の側面が強い内容となってい

る。

取り組み方として，高校1年生の1チーム7人を

1つの単位とした。本家の問題を2部に分け，前半

の内容をA-lympiad①とし発表まで行い，後半の内

容を一部改訂したものをA-lympiad②として，今回

の発表まで至っている。

本家では,1日の取り組みとして扱っているが，

本校においては，

A-lympiad①の考察と発表ポスター作製：授業4時間

A-lympiad①の発表：授業2時間

A-lympiad②の考察と発表ポスター作製：授業4時間

A-lympiad②の発表：授業2時間

という形で，運営した。

このプログラムは，附属学校GP(グッドプログ

ラム）として，金沢大学に指定されている。簡潔に

言えば，『金沢大学の支援のもと，オランダの数学

コンテストに，教師と生徒がともに参加する』とい

う試みである。

最終的な目標は，オランダの数学コンテストの考

え方を，日本（特に，入試制度）に対して，導入す

ること，そのためのモデルとなることが大学と本

校の目標である。

MathA-lympiadとは

･MathA-IMmpMは,オランダ･ユトレヒト大学が統
括する国際数学ｺンテスト（16－18歳)。

・金沢大学附属高校が今年東アジアで初参加。

・予選:11月第2週に各国で開催(川谷内先生と
オランダで現地調査)。

・4人のチームを編成し,探究的でオープンエンド
な課題に,午前9時から午後4時まで協働で取り
組み,見出した解法をレポートにまとめて提出。

・本選:3月第2週(金一土)オランダで開催｡各国
から最大2チーム参加｡オランダ､ドイツ､ベルギ
ー､デンマーク､キュラソー､イラン等。日本も。

附属学校GP

・附属学校数学科と大学教員が金沢大学から4
年間の研究プロジェクトを獲得。

・2チーム(8名をオランダに派遣)。旅費は金沢

大学から1人20万円を補助。

・11月の土曜に附属高校で予選を実施予定。

・問題は6～8頁程度の英文､レポートは日本
語で.本選はすべて英語で。

・希望者は4名のチームを編成し登録(今年度
は大島先生がとりまとめ）

・2チームを選抜し､いざオランダヘ！

4.IMMC(国際数学モデリングチヤレンジ）ヘの

取り組み

IMMCとは，アメリカの非営利会社COMAPが主

催する数学コンテストの1つで，現実的な文脈を

もった数学の問題を，チーム(1チーム4人以下）

で解決し，レポートを作成し提出するというもの。

ネット上での参加となる。対象は高校生で，期間は
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7．階乗記号（41＝24）

8．循環小数（､4＝0.44…）

導入の時間を除くと実質60分程度しか取り組むこと

ができなかったため,101個の数のうち60～70個し

か作ることは出来なかったが，子どもたちは非常に

楽しんでいたように思う。

(2)中学1年生「ブロックと数学」

重心と調和級数を背景とした講義である。直方体

の積み木（ジェンガを使った｡）を複数個使って積

み木を1個分ずらす方法を全員で考えるという内容。

ここから，理論上のずらし方を確認する。さらに，

長方形を半分に分割し続けるとどうなるかの話を

し，最後に，

l+1++1+
234

と，+1+且+上＋
248

の違いについて確認をした。

面白いと思って使った内容であり，子どもたちの

反応も良かったが，時間を持て余してしまった点が

残念であった。「級数」や「積み木」でもう1つ話

題があればよかった。

(3)中学2年生「折り鶴と数学の話」

①三角形の五心

特に折り紙において重要になってくる内心のこ

とを理解させるために，まず，三角形の五心につ

いて整理する。

②折り鶴を実際に折ってみよう

全員で，折り鶴を折ってみる。悲しいことに，

今の中学生は，折り鶴の折り方を知らない生徒が

多い。折った後は，折り線を，線でなぞる．それ

を「鶴の設計図」と呼び，その線をなぞって折れ

ば，鶴の形が作れることを確認する。

③正方形でない図形で折ったらどうなるだろうか。

台形や長方形，ひし形，正三角形など，様々な

形の紙を折って，折り鶴を作ってみる。その際，

先ほどの「鶴の設計図」をその図形に埋め込むこ

とで,鶴がきれいに折れるかどうか,検証してみる。

④今度は，逆に，「鶴がきれいに折れるための図

形の条件は何か」を考える。最後は，「対辺の長

さの和が等しい」四角形でなら鶴を折れることに

気付き，くちばしやしっぽの長さが違う鶴を折る。

(4)中学3年生「トランプと数学」

(ｱ）授業のねらい

2つのカードマジックを通して，そこに潜む規

則性，特に2進数との関わりについて体感しても

らう。

(ｲ）授業内容

トランプを8枚用意し，以下のマジックを行っ

た。

マジッケ1

あなたはマジシャンで，ステージの上に立っ

ています。

①お客さんの1人(Aさん）にステージに上

がってもらう。

②よく切ったトランプを裏向きのままAさん

に渡す。

③「この中から1枚をとって，お客さんみん

なに見せて下さい｡」

④Aさんが見せたら，「残ったカードをトッ

プに重ねて下さい｡魔法をかけます｡」と言う。

⑤「トップのカードを一番下に回し，2枚目

のカードを捨てて下さい｡」と言う。
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「今度は，①～⑦のどこでタネを仕掛けたでしょ

う？」と問いかけたところ，

「おそらく，④だろう｡」という答えが返ってきた。

(先ほどとの違いはそこしかない｡）

続けてトランプが6枚だったとし，上のカードか

ら順番に1，2，3，4，5，6として，どのカードが残っ

ていくか，実験した。

がわかる。
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に訂正

可，
5

112

具体例と表の作成作業を通じて，

「"=2･+6(q,6は0以上の整数,0≦6<2｡)の

とき,9=26+1である｡」

ことが確認できた。

また，表の〃,yを2進数表示して比較すること

により，「zを2進数表示して左端のlをとって右

端にくっつけたらy」ということ("=26+1)に気

づいた生徒がいたため，全体で共有できた。

(ｳ）授業後の感想から，

「トランプマジックでは，一定の動きをするな

らカードの枚数や位置を工夫すれば他のマジック

もできると思った。やってみたい，（3年生)」

というものがあった。その通りである。

★
41吾5

２
－
４

「6枚でなく，他の枚数なら上から何枚目が残る

だろうか？工枚の実験で上から〃枚目が残るとし

て，表にまとめてみよう｡」

ただし，表の作成前に次の事実を

共有した。

お＝9のとき，トップのカードを

最後に回して2枚目のカードを除く

と，カードの並びは図のようになる。

だから，たとえば

"=17(=24+1)のとき,"=3

"=18(=24+2)のとき〃=5

E〉

教材観と取り扱い

今回の中学生講座の内容は，塵劫記の継子算（西
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2進数 韮 (枚） y (枚目） 2進数

1 1 1 1

10 2 1 1

11 3 3 11

100 4 1 1

101 5 3 l1

110 6 5 101

l11 7 7 111

1000 8 1 1

1001 9 3 11

1010 10 5 101

1011 l1 7 111

1100 12 9 1001

1101 13 ll 1011

1110 14 13 1101

1111 15 15 1111

10000 16 1 1

●●●

1000帥 32 1 1

●●●

1000000 64 1 1






